
　民間開発事業者との連携や企業誘致による土地利用の推進を図り、基幹産業である農業の振興に努め、
産業が盛んな「持続可能で元気なまちづくり」に取り組みます。

『21世紀の追分』推進プロジェクト1重点プロジェクト

①相馬福島道路伊達桑折 IC 周辺土地利用検討事業【730万円】
　担当：建設水道課

　相馬福島道路を活かした効果的な土地利用を図り、移住・定住を視野に企
業誘致と新たな雇用の創出に努め、さらに、広がりのある観光周遊ルートの
形成による交流人口の拡大策を講じ、広域的な地域の拠点形成を目指す。

②桑折農業振興整備計画総合見直し〔新規〕【72万円】
　担当：産業振興課

　農業振興整備計画について、見直しを行い IC 周辺を農振地除外することで、開発促進を進める。また、
中山間地や集落周辺の利用が見込めない農振農用地も合わせて除外。

　あらゆる災害に迅速かつ的確に対応し、町民の生命や財産を最優先に守り、安らぎのある生活環境づ
くりに取り組みます。

『安全・安心のまち』推進プロジェクト2重点プロジェクト

①消防ポンプ車購入事業【2,515万円】
　担当：生活環境課

　頻発・激甚化する自然災害に対し、地域防災力の中核をなす消防団の活動強化と安全確保のため、町消防
団に配備するポンプ車を購入。

　CO2排出量の削減や森林保全による吸収効果力の強化、再生可能エネルギー導入推進など、様々な視
点から環境保全活動に取り組みます。

『環境に優しいまち』推進プロジェクト3重点プロジェクト

①住宅用再生可能エネルギーシステム設備等設置費補助事業【354万円】
　担当：生活環境課

　再生可能エネルギーの普及促進を図るため、太陽光発電システム等の住
宅用再生可能エネルギーの設置者に対し補助金を交付する。令和４年度よ
り電気自動車充給電設備（V2H）を補助対象に追加。

※新型コロナウイルスに関する社会情勢により、記載内容の一部に変更が生じる場合があります。

令和４年度
未来躍動へのキックオフ予算

　ここからは、総合計画の「第３編　重点
プロジェクト」「第４編　施策分野別基本計
画」ごとに、主な事業と予算を掲載します。

　「重点プロジェクト」については、町の将来像を見据えながら、「新しいまちづくり（新規性）」「桑折
ならでは」といった個性あるまちづくりを創出するため、分野横断的に取り組む主要な施策を抽出し、
計画全体をけん引しながら、長期的に取り組みます。

　アフターコロナを見据え、「こおり健康楽会」を中心に、町民一人ひとりが、様々な分野において健康を意識し
た生活を送ることで、生涯にわたって心身ともに健康で元気に過ごせる「健康長寿のまちづくり」に取り組みます。

『健康で活き生きと暮らせるまち』推進プロジェクト4重点プロジェクト

①こおり健康楽会事業【646万円】
　担当：健康福祉課／教育文化課　　※うち、国県補助金等【288万円】

　健康寿命の延伸に向けた健康づくりを目的として、医・学・産・官・民
が一体となったコンソーシアム「こおり健康楽会」を令和２年度に設立。
令和４年度は、町の「健康宣言」を行い、町全体が一つになり「健康な町」
を目指す。健康意識を高めるため、健康測定会、ビタミンスムージー事業、
ウォーキングチャレンジ事業等を実施。

　人間としての基本を身に付け、目標に向かって高い志を持ち、強みを発揮し、たくましく未来を切り
拓いていく「桑折っ子」の育成に取り組みます。

『桑折っ子』育成推進プロジェクト5重点プロジェクト

①学力向上対策事業【6,206万円】
　担当：教育文化課

　知・徳・体の基礎を身に付け、目標実現に向けて、豊かな感性・主体性・
思考力・想像力を発揮する桑折っ子を育成するとともに、郷土への理解と
生活習慣の確立・学力向上・体力向上・心の教育について、幼・小・中が
一体となって取り組みを推進。

　時代の潮流を的確に見極め、町の特性を守り、育みながら、その魅力を町内外へ積極的に発信し、移住・定
住の促進や交流人口・関係人口の創出を図ることで、「住み続けたいまち　住みたいまち」の実現に取り組みます。

『心地いいまち』推進プロジェクト6重点プロジェクト

①桑折西山城まつり事業〔新規〕【1,066万円】
　担当：教育文化課　　※うち、国県補助金等【500万円】

　桑折西山城跡をはじめとする本町の歴史的遺産を全国に PR し、交流・
関係人口の拡大に繋げるとともに、次世代への継承と郷土愛の醸成を図る
ため「桑折西山城まつり」を開催。

地球にやさしい電気を使用するために▶

▲桑折学習塾で基礎学習力をアップ

▲�町を挙げて桑折西山城をPR

◀開発の期待が高まる伊達桑折 IC 周辺地域
▲�苦手な野菜も、スムージーでおいしく
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